
今
回
の
調
査
に
よ
り 、

西
村
天
囚
自
身
が
所
蔵
し
て
い
た
と
見
ら
れ

は
じ
め
に

図

恨徳
堂
考

西
村
天
囚
と
重
建
懐
徳
堂

―
1
0
一

八
年
八
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
一

日
ま
で 、

鹿
児
島
県
種
子

島
の
西
之
表
市
に
あ
る
「
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー」

大
会
議
室
に

お
い
て 、

種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
調
介
を
行
っ
た 。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は 、

本
誌
所
収
の
湯
浅
邦
弘
氏
「
平
成
三
十
年
度

（
二
0
一

八）

種
子
島
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
に
つ
い
て」

を
参
照
さ

れ
た
い 。

今
回
の
調
査
に
お
い
て
筆
者
は 、

文
献
・

文
書
類
の
調
杏
と
整
理
と

を
主
に
担
当
し
た 。

本
稿
で
は 、

今
回
の
調
査
に
よ
り

確
認
さ
れ
た 、

西
村
天
囚
と
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
・

重
建
懐
徳
堂
と
の
関
係
を
考
え
る
上

で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
資
料
三
点
を
紹
介
し 、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
現
時

点
で
の
卑
見
を
述
べ
る 。

天
囚
所
蔵
の
『
懐
徳
堂
考』

上
下
巻

る
『
懐
徳
堂
考』

上
下
巻
が
発
見
さ
れ
た 。

こ
の
資
料
が
天
囚
所
蔵
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は 、

上
巻
の
序
文
の
葉
の
上
部
に 、
「
天
囚
書
室」

の

印
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
確
実
と
思
わ
れ
る
（
図一
）

。

興
味
深
い
の
は 、

本
資
料
に 、

天
囚
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
墨
箪

や
朱
筆
に
よ
る
様
々
な
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る 。

例
え
ば 、

天
囚
西
村
時
彦
苫

関
志
印
刷
三
十
五
Ill

月ャ
t
r.
1‘9
i
と1�
山
2

云

豪
之
士 ，
灘
無
文
王
猶
穀
我
大
阪
出
償

t’

蠣
起
市
井 ．
稲
雄
滑
内 ，
屯
盛
岱
時
亦
登
非

襄
傑
之
士
耶 、
物
換
星
移
纏
寺
峯
々
前
脩

遺．
亦
殆
洞
濾
筆
泡
肱
江
百
ふ
囲
巳 ，
予

因
不
自
燐
捜
油
其
屯
胡

起
於
慎
祐
堂

賂
叙
及
偽
休
各
家
毯
之
嚢
保 ．
布
敦
属
織
起

名
則
予
願
足
央 ．

明
治
庚
戌
二
月
多
橡

天
N
鄭
彦

図

9ょ 冨竹存

根
皿

大

種
子
島
西
村
家
所
蔵
資
料
三
点
に
見
る

：健t

授 ー
じ

ヽ ・
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喜の
學

瀾
洲
の
苓
内

瀾
洲
の
嵐
釆
人
物

瀾
洲
の
嗅
年→ふ
十
碩

三
t
抒
攘

葺
同
志
富
永
仲
基

閉
閲
志
人
名

図

図
四

書
名
を
記
し
た
扉
の
所
に
は 、
「
翌
年
七
月
十
五
日
竣
工

(

l
)
 

七
十
五
部」

と
の
朱
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
（
図一
）

。

特
に
注
目
さ
れ
る
書
き
込
み
は 、

序
文
の
葉
の
裏
面
の
白
紙
の
部
分

に 、

大
き
く
「
懐
徳
堂
先
賢
博」

と
歴
筆
で
書
き
込
ま
れ 、

そ
し
て
そ

れ
が
朱
箪
に
よ
り
見
せ
消
ち
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
図
二） 。

ま
た 、

目
次
の
冒
頭
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻」

と
あ
る
箇
所
の
「
考
上
巻」

の
上
に
朱
箪
の
線
が
引
か
れ 、

そ
の
右
に
「
先
賢
偲」

と
書
き
添
え
ら

れ
て
い
る
（
同） 。

更
に 、

本
文
第
一

頁
冒
頭
に
あ
る
内
題
「
懐
徳
堂
研

究
上」

に
つ
い
て
も 、
「
研
究
上」

の
上
に
朱
箪
の
線
が
引
か
れ
て 、
「
先

賢
偲
上
巻」

と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図――-） 。

加
え
て
本
文
題
三
頁

下
巻
ハ

下
段
第
一

五
行
に
あ
る
本
文
中
の
「
懐
徳
堂
研
究」

の
語
も 、
「
研
究」

の
上
に
朱
箪
の
線
が
引
か
れ 、

そ
の
語
を
「
先
賢
偲」

に
変
更
す
る
よ

う
に
指
示
す
る
朱
籠
の
書
き
込
み
が
あ
る
（
図
四） 。

こ
れ
ら
は
す
べ
て 、

或
る
時
点
で
天
囚
が 、
『
懐
徳
堂
考』

の
書
名
を
『
懐
徳
堂
先
賢
伝』

へ

と
改
め
よ
う
と
し
た
こ
と 、

し
か
し 、

天
囚
は
結
局
改
題
を
断
念
し
た

(

2
)
 

こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る 。

本
資
料
に
認
め
ら
れ
る
書
き
込
み
の
行
わ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は 、

な
お
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が 、

現
時
点
で
筆
者
は 、

大
正

十
三
年
(-

九
二
四
年）

四
月
か
ら
七
月
の
間 、

お
そ
ら
く
は
四 、
五
月

あ
た
り
と
推
測
し
て
い
る 。

『
懐
徳
堂
考』

の
最
初
の
出
版
は 、

上
下
巻
の
扉
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
「
同
志
印
刷」

と
し
て
の
出
版
で
あ
っ
た 。

そ
し
て
そ

の
発
行
部
数
は 、

明
治
四
十
三
年
(-

九
一

0
年）

三
月
出
版
の
上
巻

が
三
十
五
部 、

明
治
四
十
四
年
(
-

九
―
一

年）

七
月
出
版
の
下
巻
が

七
十
五
部
と 、

非
常
に
少
な
い 。

こ
れ
は 、

こ
の
出
版
が 、

懐
徳
堂
顕

彰
運
動
を
推
進
し
た
大
阪
人
文
会
の
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
り 、

会
員
数
に
合
わ
せ
た
部
数
の
み
印
刷
さ
れ
た
た
め

(
3)
 

と
考
え
ら
れ
る 。
『
懐
徳
堂
考』

の
最
初
の
出
版
（
以
下 、
明
治
版）

は 、

一

般
向
け
の
出
版
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

『
懐
徳
堂
考』

の
一

般
向
け
出
版
は 、

大
正
十
四
年
(
-

九
二
五
年）

十
一

月 、

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
っ
て
実
現
し
た 。

こ
の
時
出

版
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
考』
（
以
下 、

大
正
版）

に
附
さ
れ
た
重
建
懐
徳
堂
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宣,1<}家所蔵資料三点に見る西村天囚と重建懐徳堂

教
授
•

松
山
直
蔵
の
序
に
は 、

明
治
版
は
「
私
か
に
敷
十
部
を
印
し
て 、

之
を
頒
つ

。

而
し
て
未
だ
流
行
刊
本
あ
ら
ざ
る」

状
況
で
あ
っ
た
た
め 、

「
恨
徳
堂
記
念
會
の
成
る
や 、

又
印
行
を
議
す
る
者
あ
り 、

大
正
甲
子

四
月
重
印
の
議
決
す 。

子
俊
親
ら
訂
補
を
為
し 、

稿
を
以
て
余
に
致
す 。

未
だ
印
す
る
に
及
ば
ず
し
て 、

子
俊
遠
か
に
世
に
即
き 、

終
に
書
の
成

(

4
}
 

る
を
観
る
に
及
ば
ず
」

と
あ
る 。

す
な
わ
ち 、

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念

会
に
お
い
て
大
正
十
三
年
(
-

九
二
四
年）

に
『
懐
徳
堂
考』

の
一

般

向
け
の
刊
行
が
議
決
さ
れ 、

そ
の
議
決
を
受
け
て
天
囚
（
子
俊
は
字）

自
ら
が
『
懐
徳
堂
考』

の
補
訂
を
行
い 、

補
訂
を
終
え
た
原
稿
を
松
山

に
渡
し
て
い
た 。

し
か
し 、

同
年
七
月 、

天
囚
は
一

般
向
け
出
版
を
目

に
す
る
こ
と
な
く 、

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る 。

今
回
発
見
さ
れ
た
本
資
料
の
書
き
込
み
と
大
正
版
と
の
関
係
に
つ
い

て 、

現
時
点
で
は
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
に
至
っ
て
い
な
い
が 、

本
文

に
加
え
ら
れ
た
朱
筆
の
書
き
込
み
が
大
正
版
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
箇
所
は 、

確
か
に
複
数
存
在
す
る 。

例
え
ば 、

明
治
版
一

頁
下

段
六
行
目
「
富
豪
の
道
柴
は
往
々
身
を
亡
し
家
を
破
る
に」

の
「
に」

に
つ
い
て 、

本
資
料
に
は
「
も」
へ
と
修
正
す
る
書
き
込
み
が
認
め
ら

れ
（
図
三） 、

大
正
版
に
は
「
富
豪
の
道
築
は
往
々
身
を
亡
し
家
を
破
る

も」

と
あ
る 。

ま
た 、

同
二
頁
下
段
五
行
目
「
庶
幾
く
は
闊
顕
憾
な
き

得
ん
」

の
「
憾
な
き」

と
「
得
ん」

と
の
間
に
「
を」

を
加
箪
す
る
書

き
込
み
が
認
め
ら
れ
（
図
四） 、

大
正
版
に
は
「
庶
幾
く
は
闊
顕
憾
な
き

を
得
ん」

と
あ
る 。

更
に 、

同
十
八
行
目
「
勢
力
の
盛
な
る
は
昌
平
學

を
継
げ
り」

の
「
を」

に
つ
い
て 、
「
に」

に
修
正
す
る
書
き
込
み
が
認

め
ら
れ 、
大
正
版
に
は
「
勢
力
の
盛
な
る
は
昌
平
學
に
描
げ
り」

と
あ
る 。

も
っ
と
も 、

す
べ
て
の
書
き
込
み
が
大
正
版
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い

。

先
に
触
れ
た
『
懐
徳
堂
先
賢
伝』

へ
の
改
題
が
大
正
版

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て 、

例
え
ば 、

上
巻
の
目
次
に
お
い

て 、
「
序
説」

に
続
く
幾
つ
か
の
節
に
は
朱
箪
で
修
正
を
指
示
す
る
と
見

ら
れ
る
書
き
込
み
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
（
図
二） 、

書
き
込
み
は
大
正

(5)
 

版
の
目
次
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い 。

こ
う
し
た
現
象
が
認
め
ら
れ
る
の
は 、

松
山
の
序
文
の
記
述
を
信
ず

る
と
す
れ
ば 、
本
資
料
の
書
き
込
み
は
大
正
版
の
た
め
の
天
囚
の
「
訂
補
」

の
一

部
で
は
あ
る
も
の
の 、

最
終
的
な
も
の
で
は
な
く 、

初
期
の
段
階

の
も
の
で
あ
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る 。

筆
者
が
本
資
料
の
書
き
込
み
が

大
正
十
三
年
(
-

九
二
四
年）

四
月
か
ら
七
月
の
間 、

お
そ
ら
く
は
四 、

五
月
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
は 、

こ
の
た
め
で
あ
る 。

な
お 、

天
囚
が
何
故
『
懐
徳
堂
考』

を
『
懐
徳
堂
先
賢
伝』

へ
と
改

題
し
よ
う
と
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る 。

後
に
『
懐
徳
堂
考』

上
巻
と

な
る 、

明
治
四
十
三
年
(
-

九
一

0
年）

二
月
七
日
に
大
阪
朝
日
新
聞

で
始
ま
っ
た
天
囚
の
連
載
は 、
「
懐
徳
堂
研
究
其

こ

と
い
う
題
名
で
あ
っ

た
が 、

同
年
二
月
二
十
七
日
の
連
載
終
了
時
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻」

に

(

6
)
 

改
題
さ
れ
た 。

天
囚
は
改
題
に
対
し
て 、

さ
ほ
ど
抵
抗
が
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る 。

『
懐
徳
堂
先
賢
伝』

へ
の
改
題
を
天
囚
が
断
念
し
た
理
由
も
不
明
だ
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が 、

明
治
の
末
か
ら
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
財
団
法
人
懐

徳
堂
記
念
会
関
係
者
の
中
で 、
『
懐
徳
堂
考』

と
の
題
名
が
既
に
定
着
し

て
い
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。

「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）

／
大
正
八
年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師
（
私
案）」

今
回
の
調
査
で 、

天
囚
の
執
筆
し
た
雑
多
な
原
稿
類
を
仮
綴
し
た
一

冊
の
資
料
の
中
に 、

大
正
七
年
(
-

九
一

八
年）

頃
の
も
の
と
推
測
さ

れ
る 、

天
囚
自
箪
と
見
ら
れ
る
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）

／

大
正
八
年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師
（
私
案）
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ

(

7
〉

と
が
判
明
し
た
（
図
五
・

六） 。

こ
の
資
料
は
僅
か
一

葉
の
原
稿
用
紙
に

記
さ
れ
て
い
る 、

極
め
て
短
い
も
の
で
あ
る
が 、
「
懐
徳
堂」

と
記
さ
れ

た
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と 、

及
び
そ
の
筆
跡
か
ら
判
断
し
て 、

天
囚
の
執
筆
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。

こ
の
資
料
が
大
正
七
年
頃
の

も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
は 、
「
大
正
八
年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師（
私

案）
」

が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る 。

本
資
料
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る 。

な
お 、

引
用
に
当
た
り 、

本
文
に
適
宜
句
読
点
を
加
え
た 。

懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）

目
的

高
等
ナ
ル
文
學
及
學
術
的
智
識
ヲ
普
及
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的

學
期

一

年
ヲ
分
チ
テ
前
期
後
期
ノ
ニ
學
期
ト
ス 。

前
期
ハ
四
月

二
始
リ 、

十
月
二
終
ル 。

後
期
ハ
十
一

月
二
始
リ 、

翌
年
三
月

二
終
ル 。

講
演

毎
月
三
回 、

毎
一

期
約
十
五
回
ト
ス 。

ト
ス 。

図六 図五

！＇
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「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）」
は 、
重
建
懐
徳
堂
に
お
け
る
「
定

期
講
演」
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
際
に
天
囚
が
提
示
し
た
原
案 、
「
大

正
八
年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師
（
私
案）」
は 、
大
正
八
年
に
重

建
懐
徳
堂
に
お
い
て
行
う
「
講
演」
と
そ
の
講
師
の
候
補
に
関
す
る
天

囚
の
原
案
を 、
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。
両
者
が
連
続

し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て 、
後
者
の
「
講
演」
と
は 、
前
者

の
「
定
期
講
演」
を
意
味
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る 。

単
純
に
考
え
れ
ば 、
こ
の
資
料
は 、
大
正
七
年
或
い
は
八
年
の
時
点
で 、

武
士
道
ノ
登
達

人
格
主
義
教
育
學

大
正
八
年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師
（
私
案）

前
期支

那
文
學

支
那
史

後
期園

史
教
育

三
浦
博
士

(8)
 

小
西
博
士

元
曲
概
説

唐
代
ノ
文
化

狩
野
博
士

桑
原
博
士

聴
講
料

毎
期
四
円
ト
ス 。
教
師
店
員
學
生
等
ハ
ニ
円
ト
ス 。

聴
講
生
資
格

中
等
學
校
卒
業
程
度
若
ク
ハ
ソ
レ
以
上
ノ
モ
ノ
ト

ス 。
但
特
志
ノ
モ
ノ
ハ
是
ノ
限
二
非
ズ 。

聴
講
證
明
書

聴
講
生
ノ
願
ニ
ョ
リ 、
聴
講
證
明
書
ヲ
授
輿
ス 。

其
試
瞼
方
法
ハ
講
師
ニ―
任
ス 。

重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
「
定
期
講
演」
に
つ
い
て
の
規

定
の
原
案
に
見
え
る 。
し
か
し 、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る 。

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
関
す
る
様
々
な
規
則
等
を
収
録
す
る
資

料
と
し
て
は 、
大
正
十
五
年
(-
九
二
五
年）
発
行
の
『
懐
徳
堂
要
覧』

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が 、
大
正一
0
年
(-
九
二
0
年）
に
も
『
懐

徳
堂一
覧』
が
発
行
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
『
懐
徳
堂一
覧』
の
中
に
は
「
懐

徳
堂
諸
規
則」
が
収
録
さ
れ
て
お
り 、
そ
の
冒
頭
に
以
下
に
示
す
「
懐

(9}
 

徳
堂
講
義
規
則」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

懐
徳
堂
講
義
規
則

第一
條

本
堂
ハ
徳
性
ノ
涵
養
學
術
ノ
研
究
ヲ
目
的
ト
シ
左
ノ
講

義
講
演
ヲ
ナ
ス

（ママ）

第
二
條

本
堂
ノ
講
義
ヲ
チ
定
日
講
義
定
期
講
演
ノ
ニ
種
ト
ス

第
三
條

定
日
講
義
ハ
一
カ
年
ヲ
三
期
二
分
チ一
月
十一
日
ヨ
リ

三
月
末
日
マ
デ
ヲ
第一
期
ト
シ
四
月
十一
日
ヨ
リ
六
月
末
日
マ

デ
ヲ
第
二
期
ト
シ
九
月一
日
ヨ
リ
十
二
月
二
十
日
マ
デ
ヲ
第
三

期
ト
ス

第
四
條

定
日
講
義
ノ
課
程
及
ビ
教
科
書
ハ
別
二
之
ヲ
定
ム

第
五
條

定
日
講
義
聰
講
生
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
聴
講
志
望
書（
用

紙
ハ
本
堂
二
於
テ
交
付
ス）
ヲ
差
出
サ
ル
ベ
シ
但
二
十
歳
未
滴

ノ
モ
ノ
ハ
父
兄
若
ク
ハ
長
上
ノ
連
署
ヲ
要
ス
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第
六
條

定
期
講
演
ハ
學
術
講
演
及
ビ
通
俗
講
演
ノ
ニ
種
ト
ス

第
七
條

定
期
學
術
講
演
ハ
七
八
両
月
ヲ
除
キ
毎
週
土
曜
日 、

通

俗
講
演
ハ
毎
月
一

回
若
ク
ハ
ニ
回
之
ヲ
公
開
ス
其
講
師
及
講
義

科
目
ハ
豫
メ
之
ヲ
公
示
ス

第
八
條

定
期
講
演
聴
講
者
ハ
聴
講
者
名
簿
二
住
所
職
業
氏
名
ヲ

自
署
シ
若
ク
ハ
住
所
職
業
ヲ
附
記
セ
ル
名
刺
ヲ
差
出
サ
ル
ベ
シ

第
九
條

本
堂
ノ
定
期
講
演
及
通
俗
講
演
ノ
聰
講
ハ
無
料
ト
シ
定

日
講
義
聰
講
生
ニ
ハ
堂
費
ト
シ
テ
毎
期
ノ
始
二
於
テ
一
ヶ
月
戴

拾
錢
ノ
割
合
ヲ
以
テ
納
入
セ
シ
ム
若
シ
講
本
ヲ
印
刷
ス
ル
コ
ト

ア
ル
ト
キ
ハ
賓
費
ヲ
徴
収
ス
但
日
曜
朝
講
聴
講
生
ニ
ハ
堂
費
ヲ

徴
セ
ズ

第
十
條

本
堂
二
於
テ
特
殊
ノ
研
究
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
者
ノ
為
二

特
別
講
義
ヲ
ナ
シ
一

定
ノ
期
間
臨
時
講
演
ヲ
開
ク
コ
ト
ア
ル
ベ

シ
其
規
程
ハ
臨
時
之
ヲ
定
ム

「
懐
徳
堂
講
義
規
則」

に
お
い
て
は 、

重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
行
わ

れ
る
講
義
が
「
定
日
講
義」

と
「
定
期
講
演」

と
に
区
分
さ
れ 、

そ
の

中
の
「
定
期
講
演」

は
更
に
「
学
術
講
演」

と
「
通
俗
講
演」

と
に
区

分
さ
れ
て
い
る 。

重
要
な
点
は 、
「
懐
徳
堂
講
義
規
則」

に
お
い
て
は 、
「
定

日
講
義」

で
あ
れ
「
定
期
講
演」

で
あ
れ 、

そ
の
目
的
は
「
徳
性
ノ
涵

養
學
術
ノ
研
究」

と
さ
れ
て
い
る
点 、

及
び
「
定
期
講
演」

は 、
「
学
術

講
演」

も
「
通
俗
講
演」

も 、
聴
講
料
は
無
料
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る 。

ト
ス

と
こ
ろ
が 、
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）
」

に
お
い
て
「
定
期

講
演」

の
目
的
は 、
「
高
等
ナ
ル
文
學
及
學
術
的
智
識
ヲ
普
及」

と
さ
れ 、

ま
た
聴
講
生
の
資
格
が
原
則
中
等
学
校
卒
業
程
度
か
そ
れ
以
上
と
さ
れ

て
い
る 。

し
か
も 、

そ
の
聴
講
料
が
「
毎
期
四
円」 、

教
師
店
員
学
生
は

二
円」

と 、

無
料
で
は
な
く
高
額
で
あ
る 。

こ
の
た
め 、
「
懐
徳
堂
定
期

講
演
規
定
（
私
案）
」

に
い
う
「
定
期
講
演」

は 、
「
懐
徳
堂
講
義
規
則」

に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
「
定
期
講
演」

の
こ
と
で
は
な
く 、

そ
れ

と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

私
見
で
は 、
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）
」

に
い
う
「
定
期
講
演」

は 、

大
正
十
二
年
(
-

九
二
三
年）

四
月
か
ら
重
建
懐
徳
堂
で
始
ま
る

文
科
講
義
を
指
し
て
お
り 、

本
規
定
は 、

文
科
講
義
に
関
す
る
規
定
の

原
案
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る 。

文
科
講
義
に
つ
い
て
後
に
定
め
ら
れ
た

規
定
は 、

大
正
十
五
年
(
-

九
二
五
年）

の
『
懐
徳
堂
要
覧』

に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
懐
徳
堂
講
義
講
演
規
則」

の
中
に
あ
る 。

そ
の
全
文
は

以
下
の
通
り
で
あ
る 。

懐
徳
堂
講
義
講
演
規
則

第
一

條

本
堂
ハ
徳
性
ノ
涵
養
學
術
ノ
研
究
ヲ
目
的
ト
シ
左
ノ
講

義
講
演
ヲ
ナ
ス

第
二
條

本
堂
ノ
講
義
ヲ
分
チ
テ
文
科
講
義 、

定
日
講
義 、

日
曜

朝
講
ノ
三
種 、

講
演
ヲ
分
チ
テ
定
期
講
演 、

通
俗
講
演
ノ
ニ
種
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第
三
條

文
科
講
義 、

定
日
講
義
ハ
一

カ
年
ヲ
三
期
二
分
チ 、

月
十
一

日
ヨ
リ
三
月
末
日
マ
デ
ヲ
第
一

期
ト
シ 、

四
月
十
一

日

ヨ
リ
六
月
末
日
マ
デ
ヲ
第
二
期
ト
シ 、

九
月
一

日
ヨ
リ
十
二
月

二
十
日
マ
デ
ヲ
第
三
期
ト
ス

第
四
條

文
科
講
義 、

定
日
講
義
ノ
課
程
及
ビ
教
科
書
ハ
別
二
之

ヲ
定
ム 、

日
曜
朝
講
ハ
孝
経
四
書
ヲ
反
復
順
講
ス

第
五
條

文
科
講
義 、

定
日
講
義
ノ
聴
講
生
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
聰
講
志
望
書
（
用
紙
は
本
堂
之
を
交
付
す）

ヲ
差
出
サ
ル
ベ

シ

但
二
十
歳
未
満
ノ
モ
ノ
ハ
父
兄
若
ク
ハ
長
上
ノ
連
署
ヲ
要

ス

但
文
科
講
義
聴
講
生
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
中
等
學
校
卒
業

程
度
以
上
ノ
学
カ
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

第
六
條

定
期
講
演
ハ
七
八
両
月
ヲ
除
ク
外
毎
月
毎
週
土
曜
日 、

通
俗
講
演
ハ
毎
月
一

回
若
ク
ハ
ニ
回
之
ヲ
公
開
ス
（
一

月
四
月

九
月
ハ
十
日
マ
デ 、

十
二
月
ハ―
―
十
一

日
以
後
休
講）

其
講
師

及
ビ
演
題
ハ
豫
メ
之
ヲ
廣
告
ス

第
七
條

講
演
並
二
日
曜
朝
講
聰
講
者
ハ
聴
講
者
名
簿
二
住
所
職

業
氏
名
ヲ
自
署
シ
若
ク
ハ
住
所
職
業
ヲ
附
記
セ
ル
名
剌
ヲ
差
出

サ
ル
ベ
シ

第
八
條

本
堂
ノ
講
演
並
二
日
曜
朝
講
ノ
聴
講
ハ
無
料
ト
シ
定
日

講
義
聰
講
生
ニ
ハ
堂
費
ト
シ
テ
毎
期
ノ
始
二
於
テ
一
ヶ
月
賦
拾

錢
ノ
割
合
ヲ
以
テ
納
入
セ
シ
ム
文
科
講
義
聴
講
生
ハ
授
業
料
卜

シ
テ
毎
月
戴
圃
ヲ
納
入
セ
シ
ム

第
九
條

本
堂
二
於
テ
特
殊
ノ
研
究
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
者
ノ
為
二

特
別
講
義
ヲ
ナ
シ
一

定
ノ
期
間
臨
時
講
演
ヲ
開
ク
コ
ト
ア
ル
ベ

シ
其
規
程
ハ
臨
時
之
ヲ
定
ム

「
懐
徳
堂
講
義
講
演
規
則」

に
お
け
る
文
科
講
義
の
規
定
は 、

聴
講

を
「
中
等
學
校
卒
業
程
度
以
上
ノ
學
カ
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」

と
あ
り 、

そ
の
聴
講
料
は
月
に一
一
円
と
さ
れ
て
い
る 。

聴
講
の
資
格
や
聴
講
料
等

に
つ
い
て 、

文
科
講
義
と
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）
」

に
い
う

「
定
期
講
演」

と
は 、

若
干
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の 、

両
者
の
基

本
的
な
性
格
は
概
ね
一

致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た
『
懐
徳
堂

要
覧』

の
他
の
箇
所
に
は 、

文
科
講
義
の
目
的
に
つ
い
て 、
「
東
西
の
名

著
を
講
じ
文
科
に
麗
す
る
學
術
の
研
究
に
資
す
る
を
以
て
目
的」

と
す

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る 。
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）
」
に
い
う
「
定

期
講
演」

と
文
科
講
義
と
は 、

そ
の
目
的
も
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
と
見

て
よ
か
ろ
う 。

こ
の
た
め 、
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）」

は 、

大
正
七
年

（
一

九
一

八
年）

の
段
階
で 、

そ
れ
ま
で
重
建
懐
徳
堂
で
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
学
術
性
の
高
い
新
た
な
講
義
を
創
設
す
べ
く 、

天
囚
が
財
団

法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
提
案
し
た
規
定
案
で
あ
り 、

そ
し
て
「
大
正
八

年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師
（
私
案）
」

は 、

同
時
に
提
案
さ
れ
た

大
正
八
年
に
実
施
す
る
と
し
た
場
合
の
講
師
候
補
者
の
案
と
考
え
ら

れ
る 。
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お
そ
ら
く
文
科
講
義
は 、

大
正
二
年
(
-

九
一

三
年）

に
財
団
法
人

懐
徳
堂
記
念
会
が
認
可
さ
れ
た
時
点 、
或
い
は
大
正
五
年
(
-

九
一

六
年）

に
重
建
懐
徳
堂
が
建
設
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は 、

開
講
の
計
画
が
全

く
存
在
し
て
お
ら
ず 、

こ
の
天
囚
の
私
案
が
い
わ
ば
起
点
と
な
っ
て
構

想
さ
れ 、

そ
し
て
大
正
十
二
年
(
-

九
二
三
年）

に
実
現
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る 。
本
資
料
は 、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
お
い
て
天
囚
が 、

重
建
懐
徳
堂
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て 、

積
極
的
に 、

か
つ
具
体
的
に

(
10)

 

提
案
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

「
懐
徳
堂
稜
展
擦
張
方
針
私
見」

前
章
で
取
り
上
げ
た
「
懐
徳
堂
定
期
講
演
規
定
（
私
案）

／
大
正
八

年
度
前
後
期
講
演
科
目
井
講
師
（
私
案）
」

が
含
ま
れ
て
い
る
資
料
の
中

に
は 、

連
続
し
て
「
懐
徳
堂
発
展
搬
張
方
針
私
見
」

が
綴
じ
ら
れ
て
い

る
（
図
七
・

八）
。

こ
の
資
料
も
僅
か
一

葉
表
裏
の
短
い
も
の
で
あ
る
が 、

両
資
料
が
連
続
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と 、

か
つ
両
者
は
同
じ
く

「
懐

徳
堂」

と
記
さ
れ
て
い
る
同
じ
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と 、

ま

た
そ
の
筆
跡
が
共
通
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て 、

や

は
り
天
囚
が
大
正
七
年
頃
に
執
籠
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。

本
資
料
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る 。

な
お 、

引
用
に
当
た
り 、

本
文
に
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た 。
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懐
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懐
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狐瓢□資料三点に見る西村天囚と重建懐徳堂

適
應
ス
ル
施
設
ヲ
ナ
ス
ノ
要
ア
リ。

サ
レ
バ
、

今
後
二
方
面
二
向

ッ
テ
登
展
ノ
歩
ヲ
進
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
考
フ。

即
チ
一
ハ

純
然
タ
ル
完
備
セ
ル
支
那
學
術
研
究
所
ト
ナ
ス
事

大
阪
文
科
大
學
ノ
準
備
的
事
業
ト
シ
テ、

定
期
講
演
ヲ
汎
ク
文

科
ノ
各
科
目
二
亘
リ
テ
撒
張
ス
ル
事

之
ナ
リ。

第
一

ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
方
法
ト
シ
テ
ハ、

先
ヅ
完
全

ナ
ル
圏
書
館
及
研
究
室
ノ
設
備
ヲ
急
務
ト
ナ
ス
。

次
二
給
費
研
究

生
ヲ
置
キ、

研
究
生
収
容
ノ
學
舎
ヲ
設
ク
ル
ガ
如
キ、

亦
望
マ
シ

キ
コ
ト
ナ
リ。

第
ニ
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
ニ
ハ、

先
ヅ
資
金
ノ
増

加
二
伴
ヒ、

各
科
ノ
講
師
ヲ
増
聘
シ
テ、

講
演
度
数
ヲ
増
加
シ、

或
適
嘗
ナ
ル
時
機
二
達
セ
バ
、

資
金
ノ
大
募
集
ヲ
行
ヒ、

単
科
大

學
ノ
組
織
ト
ナ
ス
ベ
キ
ナ
リ。

こ
の
中
で
天
囚
は、

重
建
懐
徳
堂
が
「
懐
徳
堂
先
師
儒
ノ
學
術
ヲ
瘤

承
考
究」

す
る
こ
と、

特
に
「
本
邦
ノ
道
徳
文
化
二
影
響
セ
ル
コ
ト
極

テ
大
ナ
ル
支
那
ノ
學
術
ヲ
講
明
セ
ム
コ
ト」

は
大
い
に
必
要
で
あ
る
と
し

な
が
ら
も、

同
時
に
「
方
今
ノ
時
勢
二
適
應
ス
ル
施
設」

へ
と
発
展
拡

張
す
る
必
要
が
あ
り、

そ
の
二
つ
の
「
方
向」

と
し
て、

第
一

に
「
純

然
タ
ル
完
備
セ
ル
支
那
學
研
究
所
ト
ナ
ス
事」、

第
二
に
「
大
阪
文
科
大

學
ノ
準
備
的
事
業
ト
シ
テ、

定
期
講
演
ヲ
汎
ク
文
科
ノ
各
科
目
二
亘
リ

テ
撒
張
ス
ル
事」

を
そ
の
「
目
的」

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張

す
る。

そ
し
て、

第
一

の
H
的
を
達
成
す
る
た
め
に、
「
完
全
ナ
ル
圏
書

館
及
研
究
室」

を
設
置
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り、

次
い
で
「
給
費
研

究
生
ヲ
置
キ、

研
究
生
収
容
ノ
學
舎
ヲ
設
ク
ル
」

こ
と
が
望
ま
し
い
と

す
る。

ま
た
第
二
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は、

先
ず
資
金
を
増
加
し、

そ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
分
野
の
講
師
を
多
数
招
き、

従
来
よ
り
多
く
の

講
演
を
実
施
す
る
こ
と、

そ
し
て
「
或
適
営
ナ
ル
時
機
二
達
セ
バ
、

資

金
ノ
大
募
集
ヲ
行
ヒ、
単
科
大
學
ノ
組
織
ト
ナ
ス
ベ
キ」

で
あ
る
と
す
る。

研
究
室
の
整
備
に
つ
い
て
は、
天
囚
の
没
後、
大
正
十
五
年
(
-

九
二
六

年）

十
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
書
庫
及
び
研
究
室
が
重
建
懐

徳
堂
に
附
設
さ
れ
る
形
で
実
現
し
た。

ま
た
こ
の
時
の
書
庫
の
整
備
は、

お
そ
ら
く
前
年
の
大
正
十
四
年
(
-

九
二
五
年）

九
月、

故
西
村
博
士

記
念
会
が
西
村
家
か
ら
購
得
し
た
天
囚
の
遺
書
を、

財
団
法
人
懐
徳
堂

記
念
会
に
「
碩
園
記
念
文
庫」

と
し
て
寄
贈
し
た
こ
と
と
関
わ
る
と
推

(

11
)

 

測
さ
れ
る。
「
完
全
ナ
ル
圏
書
館」

と
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
が、

財
団
法

人
懐
徳
堂
記
念
会
は
ま
と
ま
っ
た
量
の
書
籍
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る。

周
知
の
通
り、

そ
れ
ら
の
書
籍
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

大
阪
大
学
へ
寄
贈
さ
れ、

今
日
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫

の
核
と
な
っ
て
い
る。

更
に、

大
正
十
四
年
(
-

九一
一
五
年）

に
永
田
仁
助
理
事
長
が
重
建

懐
徳
堂
に
対
し
て
「
漢
學
奨
勘
の
為
め、

奨
學
資
金
五
萬
圃
を
寄
附」

し
た
こ
と
を
受
け
て、

大
正
十
五
年
(
-

九
二
六）

九
月
に
は
「
懐
徳

(
12)
 

堂
漢
學
奨
勘
規
定
井
同
給
輿
規
定」

が
定
め
ら
れ
た。

こ
れ
は、

永
田
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の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て 、
漢
学
研
究
者
に
学
費
も
し
く
は
研
究
費
を

給
与
し 、
ま
た
重
建
懐
徳
堂
聴
講
生
の
「
熱
心
ナ
ル
モ
ノ」
に
対
し
て

給
付
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る 。
研
究
生
を
収
容
す
る
学
舎
の
建
設
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が 、
給
費
研
究
生
の
制
度
に
つ
い
て
も 、
概
ね
実
現

し
た
と
し
て
よ
か
ろ
う 。

第
二
の
目
的
に
つ
い
て
も 、
一
部
は
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
す

な
わ
ち 、
前
述
の
通
り 、
大
正
十
二
年
(-
九
二
三
年）
四
月 、
重
建

懐
徳
堂
で
は
文
科
講
義
が
始
ま
る 。
文
科
講
義
は 、
そ
れ
ま
で
に
重
建

懐
徳
堂
で
行
わ
れ
て
い
た
講
義
（
定
日
講
義 、
日
曜
朝
講）
や
素
読
科

が
専
ら
「
徳
性
を
涵
養」
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
と
は

異
な
り 、「
東
西
の
名
著
を
講
じ
文
科
に
隔
す
る
學
術
の
研
究
に
資
す
る」

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り 、
「
各
科
ノ
講
師
ヲ
増
聘
シ
テ 、
講
演

度
敷
ヲ
増
加」
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

残
念
な
が
ら 、
「
資
金
ノ
大
募
集
ヲ
行
ヒ 、
単
科
大
學
ノ
組
織
ト
ナ
ス」

こ
と
は
実
現
し
な
か
っ
た
が 、
こ
れ
は
資
金
的
問
題
が
原
因
と
推
測
さ

れ
る 。以

上
の
よ
う
に 、
本
資
料
に
よ
り 、
重
建
懐
徳
堂
を
将
来
単
科
大
学

に
発
展
拡
張
さ
せ
る
構
想
が
天
囚
に
あ
っ
た
こ
と 、
ま
た
財
団
法
人
懐

徳
堂
記
念
会
が
本
資
料
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
天
囚
の
構
想
を
概
ね
順
次

実
現
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た 。

重
建
懐
徳
堂
は 、
そ
の
設
立
当
初
か
ら
昭
和
二
十
年
(-
九
四
五
年）

に
空
襲
に
よ
り
焼
失
す
る
ま
で 、
基
本
的
に
学
校
教
育
制
度
の
枠
外
に

あ
っ
て 、
専
ら
社
会
人
を
対
象
と
し
て 、
平
日
の
夜
間
や
日
曜
日
に
講

義・
講
演
を
行
っ
た 。
そ
の
重
建
懐
徳
堂
の
将
来
像
と
し
て 、
大
正
七

年
頃
天
囚
は
何
故 、
近
代
学
校
教
育
制
度
の
中
の
「
学
校」
で
あ
る
「
単

科
大
學」
へ
の
発
展
を
構
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

私
見
で
は 、
天
囚
の
構
想
は 、
大
正
七
年
十一一
月
に
交
付
さ
れ
た
大

学
令
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る 。
大
学
令
は 、
財
団
法
人
が
私
立
大
学

を
設
立
す
る
こ
と
を
認
め 、
し
か
も
単
科
大
学
の
設
置
を
可
能
と
す
る

(

13
)

 

も
の
で
あ
っ
た 。
結
局
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
は
い
え 、
重
建
懐
徳
堂
の

単
科
大
学
化
構
想
は 、
近
代
日
本
に
お
け
る
重
建
懐
徳
堂
の
位
置
や 、

天
囚
と
重
建
懐
徳
堂
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で 、
極
め
て
興
味
深
い 。

今
回
の
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
調
査
は 、
資
料
目
録
の

作
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ
が 、
現
時
点
で
は
残
念
な
が
ら 、
目
録

の
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い 。
ま
た 、
個
々
の
資
料
の
内
容
等
に
つ
い
て

も
十
分
に
は
解
明
で
き
て
い
な
い 。
本
稿
で
紹
介
し
た
資
料
以
外
に
も 、

懐
徳
堂
記
念
会
と
西
村
天
囚
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
少
な
く
な
い
と
予
測
さ
れ
る 。
今
後
調
査
を

継
続
し 、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
実
態
解
明
を
進
め
た
い 。

お
わ
り
に
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(
l)

『
懐
徳
堂
考』

下
巻
は 、

天
囚
が
独
力
で
執
筆
し
た
上
巻
と 、

そ
の

成
立
の
経
緯
が
大
き
く
異
な
る 。

す
な
わ
ち 、

天
囚
は
下
巻
の
執

筆
に
当
た
り 、

懐
徳
堂
の
学
主
を
歴
代
務
め
た
中
井
家
の
子
孫
・

中
井
木
菟
麻
呂
に
資
料
の
提
供
を
依
頼 、

こ
の
依
頼
に
応
じ
た
木

菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事』

を
執
筆
し
て
天
囚
に
提

供
し
た 。

天
囚
は
木
菟
麻
呂
が
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲

遺
事』

に
基
づ
い
て
『
懐
徳
堂
考』

下
巻
を
執
筆
し
た 。

本
資
料

の
書
き
込
み
に
は 、

そ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
＜
触
れ

ら
れ
て
い
な
い 。

拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生

ー
大
坂
学
問
所
懐

徳
堂
の
再
興

ー』
（
大
阪
大
学
出
版
会 、

二
0
1

0
年）

参
照 。

(
2)

但
し 、

扉
の
「
懐
徳
堂
考」

と
の
書
名
の
箇
所
に
は
修
正
が
加
え

ら
れ
て
お
ら
ず 、

改
題
の
修
正
が
徹
底
し
て
い
な
い
部
分
が
認
め

ら
れ
る 。

こ
の
た
め 、

天
囚
が
ど
の
程
度
改
題
を
強
く
考
え
て
い

た
の
か
に
つ
い
て
は 、

い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る 。

(
3)

注
(
l)

前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生

ー
大
坂
学
問
所
懐

徳
堂
の
再
典

ー』

参
照 。

(
4)
こ
の
序
文
の
中
で
松
山
直
蔵
は 、

明
治
版
を
「
私
か
に
数
十
部
を

印
し
て 、

之
を
頒
つ
」

こ
と
を
「
社
友
有
志」

が
行
っ
た
と
述
べ

て
い
る 。

前
述
の
通
り 、
「
同
志
印
刷」

の
「
同
志」

と
は
大
阪
人

文
会
の
会
員
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が 、

松
山
は
大
阪
朝
日
新
聞

注

内
部
の
有
志
を
指
す
と
誤
解
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る 。

大
正
五
年

（
一

九
一

六
年）

に
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
の
職
を
辞
し
て
重

建
懐
徳
堂
教
授
と
な
っ
た
松
山
に
は 、

明
治
末
か
ら
の
大
阪
に
お

け
る
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
実
態
が
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う 。

(
5)

明
治
版
上
巻
の
目
次
に
は 、
「
序
説」
の
後
に
「
五
井
蘭
洲
の
父
祖」 、

「
持
軒
の
師
承」 、
「
四
書
屋
加
助」 、
「
持
軒
の
学」 、
「
持
軒
の
風
貌

性
行」 、
「
持
軒
臨
終
と
妻
子」 、
「
三
宅
石
能
の
来
歴」 、
「
石
篭
と

持
軒」 、
「
五
井
蘭
洲
の
生
立」 、
「
中
井
梵
能
の
来
阪」 、
「
閾
洲
と

梵
惹」 、
「
蘭
洲
至
孝
と
大
火」

以
下 、

合
計
三
十
一

の
節
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
（
目
次
に
は
な
い
が 、

本
文
に
は
「
石
惹
と
含
翠
堂」

の
節
も
あ
る）
。

一

方 、

上
下
巻
に
分
か
れ
て
い
な
い
大
正
版
の
目

次
に
お
い
て 、

明
治
版
上
巻
に
相
当
す
る
部
分
は 、
「
序
説」

の
後

に
「
一

、
五
井
持
軒
（
四
書
屋
加
助）
」 、
「
二 、
三
宅
石
庵
の
来
歴」 、

「
三 、
五
井
蘭
洲
の
生
立」 、
「
四 、
中
井
梵
徒
の
来
阪
（
蘭
洲
と
梵
篭）
」

以
下 、

合
計
十
四
の
節
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。

す
な
わ
ち 、

大
正

版
は
単
な
る
明
治
版
の
復
刻
で
は
な
く 、

複
数
の
節
を
ま
と
め
て

新
た
に
節
を
設
け 、

ま
た
そ
の
各
節
に
番
号
を
附
し
て
い
る 。

し

か
し 、

本
資
料
の
目
次
へ
の
書
き
込
み
と
大
正
版
の
目
次
の
表
記

と
は 、
一

致
し
て
は
い
な
い 。

(
6)

明
治
四
十
三
年
(
-

九
一

0)

二
月
二
十
七
日
付
の
大
阪
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
最
終
回
の
末
尾
に
は 、
「
懐
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徳
堂
研
究
其
一

と
題
せ
し
を
懐
徳
堂
考
上
巻
と
改
題
す 、

上
巻
は

此
に
完
結
を
告
げ
た
り」

と
あ
る 。

(
7)

本
資
料
は 、

表
紙
に
「
蔵
書
幅
目
録」

と
外
題
が
記
さ
れ 、
「
清

朝
人
文
集
目
録」 、
「
西
村
先
生
蔵
幅
目
録」 、
「
編
纂
所
在
庫」 、
「
軸

物
目
録」

等
の
目
録
類
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が 、

本
章
と
次
章
と

で
紹
介
す
る 、

重
建
懐
徳
堂
に
関
わ
る
天
囚
の
私
案
を
記
し
た
資

料
も
収
録
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
冊
子
全
体
は 、

種
々
の
資
料
の
雑

纂
と
見
な
す
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る 。

(
8)

天
囚
が
大
正
八
年
度
の
「
前
後
期
講
演
科
目」

の
講
師
と
考
え
た

狩
野
博
士
・

桑
原
博
士
・

三
浦
博
士
・

小
西
博
士
は 、

京
都
帝
国

大
学
文
学
部
の
狩
野
直
喜
・

桑
原
随
蔵
・

三
浦
周
行
・

小
西
重
直

の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る 。

大
正
七
年
頃 、

天
囚
は
京
都
帝

国
大
学
の
講
師
を
務
め
て
い
た 。

こ
の
た
め 、

京
都
帝
国
大
学
の

教
員
に
対
し
て
「
前
後
期
講
演
科
目」

の
講
師
へ
の
就
任
を
自
ら

依
頼
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

な
お 、
『
懐
徳
堂
要

覧』

に
よ
れ
ば 、

狩
野
・

桑
原
・

三
浦
・

小
西
は
そ
れ
ぞ
れ 、

重

建
懐
徳
堂
に
お
い
て
定
期
講
演
を
担
当
し
て
い
る 。

(
9)
『
懐
徳
堂
要
覧』

の
「
懐
徳
堂
講
義
規
則」

に
は 、
「
懐
徳
堂
講
義

規
則」

に
続
い
て 、
「
素
読
科
規
則」 、
「
懐
徳
堂
通
俗
講
演
規
定」

が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

(
10)
『
懐
徳
堂
一

覧』

の
「
懐
徳
堂
講
義
規
則」

と
『
懐
徳
堂
要
覧』

の
「
懐
徳
堂
講
義
講
演
規
則」

と
に
お
い
て
は 、
定
期
講
演
は
「
学

期」

に
関
す
る
規
定
が
な
い 。

し
か
し 、

本
資
料
に
お
い
て
は 、

定
期
講
演
の
「
学
期」

が
「
一

年
ヲ
分
チ
テ
前
期
後
期
ノ
ニ
学
期」

と
す
る
と
さ
れ
て
い
る 。

次
章
で
述
べ
る
よ
う
に 、

こ
の
頃
天
囚

は
重
建
懐
徳
堂
を
「
単
科
大
學」
へ
発
展
拡
張
さ
せ
る
構
想
を
有

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ 、

天
囚
が一
一
学
期
制
の
「
定
期
講
義」

の

創
設
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
と
重
建
懐
徳
棠
の
大
学
化
構
想
と
は 、

お
そ
ら
く
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る 。

(
11)

湯
浅
邦
弘
•

竹
田
健
二
•

佐
伯
薫
「
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
報

告

ー

種
子
島
西
村
家
訪
問
記

ー」
（『
懐
徳』

第
八
十
六
号 、

―
1
0
一

八
年
一

月）
の
「
三 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告
書」」

参
照 。

(
12)

大
正
十
五
年
版
『
懐
徳
堂
要
覧』

に
よ
る 。

(
13)

大
学
令
第一
一
条
に
は 、
「
大
學
ニ
ハ
敷
個
ノ
學
部
ヲ
置
ク
ヲ
常
例
卜

ス
但
シ
特
別
ノ
必
要
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ
箪
ニ
―

個
ノ
學
部
ヲ
置

ク
モ
ノ
ヲ
以
テ
一

大
學
卜

為
ス
コ
ト
ヲ
得」

と
あ
る 。

[
追
記]

本
稿
は 、

平
成
三
十
年
度
島
根
大
学
「
萌
芽
研
究
部
門」

研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
研
究」

の
成
果
の
一

部

で
あ
る 。
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